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1 はじめに

介護・医療現場の人手不足や少子高齢化の影響から，

1人暮らしの高齢者や障害者（被介護者）の数が近年急

速に増えている．ここでは，親族や医療スタッフ（介護

者の）目が届かない日常生活中での認知機能の低下や

情緒の不安定化が問題となっている．従来の在宅見守

りシステムでは，被介護者の日常生活行動 (Activities

of Daily Living, ADL)を認識し，ADLと乖離した行

動が観測された際に介護者へ発報するシステムが研究

されている．しかしながら，従来システムでは被介護

者の認知機能低下や情緒不安定のシグナル（以下，シ

グナルとする）を自動的にとらえて発報するには至っ

ていない．

これらのシグナルは，日常生活における本人の唐突

な行動変化「ADLの唐突な変化」に現れることが多い．

これらの変化を検出するためには，本人固有のADLを

認識し，ADLから乖離した行動を発見する必要がある．

また，「介護者の負担を減らす」という在宅見守りシス

テムの本来の目的からすれば変化の検出や発報を自動

的に行えることが望ましい．

そこで本研究では，ADLの変化から認知機能低下や

情緒不安定のシグナルを自動的に検出・発報するため

に在宅中の被介護者の行動ログを住宅に設置したセン

サにより取得し，取得した行動モデルを人工知能に学

習させ，ADLモデルを自動で生成することを目指す．

2 提案手法

2.1 ADLの観測方法

ADLの変化の観測方法として，センサの ON/OFF

情報（二値情報）もとにした行動ログの生成を試みる．

従来の行動ログ生成手法において，変化の検出や発報
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の自動化が困難であった理由の 1つとして，センサ情

報の解釈が困難であったことがあげられる．従来の行

動ログ生成手法では，温度，湿度，もしくは画像や距離

センサといったアナログ情報をもとに人の行動を分類

しているが，その分類精度は必ずしも高くはない．ま

た，ディープラーニングなどの手法により分類精度を

向上させようとした際にも，高い分類精度を得るため

には手作業によるチューニングが欠かせず自動化が難

しい．そこで，本研究ではアナログ情報の分類結果を

行動ログとするのではなく，センサのON/OFFをもと

に生成した情報を人の行動ログとして利用することを

試みる．センサの ON/OFF情報は個々の現象との対

応が明確な情報であり，アナログ情報と比べ環境から

のノイズにも強い．そのため，ON/OFF情報の処理は

複雑な調整を必要とせず，自動化が比較的容易である．

そこで本研究ではセンサの ON/OFF情報を中心とし

て ADLモデルの自動生成を試みる．

2.2 ADLモデル

本研究では図 1のようなADLモデル（状態遷移ネッ

トワーク）を自動生成する人工知能を提案する．この

ADLモデルは，被介護者が過去に操作した対象物の情

報を平均操作時間 T，操作時間の分散 σ，状態遷移回

数N，状態遷移確率 pなどとして記憶しており，人工

知能により随時更新される．住宅に取り付けられるセ

ンサ数の増減や種類の違いによらず ADLモデルを自

動生成できることがこの人工知能の特徴である．
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図 1: 提案 ADLモデル

3 実験

3.1 実験内容

提案法の実現性や有用性を検証するため，実際に被

験者のご自宅をお借りし，リアルタイムにADLモデル

の生成を行った．実験終了後，本実験により生成され

た ADLモデルがどのようなものだったかを解析した．

被験者宅には人感センサを 3つとドア開閉センサを 3

つ，データ取得用のノートパソコンを 1台設置し，10

日間ほど実験を行った．

3.2 実験結果

本実験より，図 2のような ADLモデルの自動生成

に成功した．この結果より，リアルタイムに変化する

ADLに対して，鮮度の良い ADLモデルを生成できた

と言える．また，ADLモデルから被験者の行動経路を

把握することができ，各エリアの使用時間の平均・分

散から被験者の日常生活の様子をうかがうこともでき

ると考えられる．

また，表 1は被験者の実験期間中のノード間の遷移

確率 (小数第 5位以下は切り捨て)である．今回の実験

期間中の遷移回数の合計に対するノード間の遷移確率

を求めた．すると，今回の実験では被験者の動きとし

て最も確率の低い動きは玄関からトイレに向かうとい

う動きであり，最も確率の高い動きはリビングからド

ア (トイレ)に向かうという動きであるということが分

かった．このように，被験者が比較的取りやすい行動や

取りにくい行動についても分析することができる．これ

らの結果から被介護者の動きをセンサでリアルタイム

に観測し，ADLモデルを生成・更新することで，ADL

モデルの鮮度を保ち，被介護者の ADLの唐突な変化

から認知機能低下や情緒不安定のシグナルを自動的に

検出・発報するために役立てることができると考えら

れる．

図 2: 実験で生成された ADLモデル (単位:秒)

表 1: 被験者のノード間の遷移確率

4 結論及び今後の展望

オンライン学習を用いた ADLモデル生成手法を用

いることで，鮮度の良いADLモデルを生成することが

できることが分かった．また，本手法により生成・更

新されたADLモデルは被介護者のADLの唐突な変化

から認知機能低下や情緒不安定のシグナルを自動的に

検出・発報するために役立てることができると考えら

れる．今後の展望としては本手法を用いてADLモデル

を生成し，モデルの更新を行いながらも，ADLモデル

と乖離した行動から発報の要否を判断する人工知能の

開発に取り組みたい．
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